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Changes in Students’ Familiarity with Music Songs and their Experiences
in Music Childhood Education Department of Konan Women’s University
－An analysis of questionnaire surveys through 2012 to 2015－
KINUGAWA Kumiko, YAMASAKI Kazuko, YOSHII Atsuko and SAKAI Yasuko
Abstract : It’s the 10th anniversary of the establishment of Childhood Education Department of Konan
Women’s University. To take an opportunity of the event, comparative analyses were conducted to grasp stu­
dents’ trend through 10 years. Since the opening of the department, questionnaire surveys to new students
have been implemented in“Instrumental and Singing Training”courses. Surveys were to acknowledge stu­
dents’ past experiences in music and their familiar songs. 10 years’ accumulated data on“students’ musical
experiences”were divided to three periods and data from each period was comparatively analyzed to grasp
any changes of the time. Data on“familiar songs”were divided to two periods, one on year 2012 and the
other from year 2013 to 2015. On this, focuses of analysis were on students’ concerns when performing
“sing­plays”. Incremental changes have been recognized in recent years both in the choice of songs in nurs­
ery/elementary school classrooms and in general nature of students in the department. Therefore yearly im­
provements on courses have been made through elaboration on teaching techniques. Based on the two analy­















































































































































































し，2014年度は 126名中 119名で 94％，2015年度は


























































































































































曲と重なっている 12曲を省いた 30曲と，100％の 18
曲を合算すると，90％以上の学生が知っている曲は 4












































































































































衣川久美子 他：総合子ども学科 学生の音楽経験と既知曲の傾向 ５３
レラのスープ》など 4曲の新しい曲が含まれている。




年度の 4年を通して 10％未満が 10曲で，20％未満
































































































2012年度 8曲，2013年度以降が 12曲で 20曲あり，
合計 42曲であった。これは全体の 2/5にあたる。0％




る曲は 5曲で，＊印の曲は 2012年度 2曲，2013年度
以降 6曲あり，共通している 5曲と，＊印の曲 2012年


































































































































表 12 子どもの頃によく歌っていた歌 6名以上の曲
順位 2012年度生（107名） 人数 2013年度以降（平均 119名） 平均
1 さんぽ 20 さんぽ 18
2 チューリップ 12 ドレミの歌 14
3 思い出のアルバム 11 思い出のアルバム 14
4 ドレミの歌 10 チューリップ 9
5 勇気 100％ 9 にんげんていいな 9
6 ともだちになるために 8 勇気 100％ 8
7 にんげんていいな 7 世界中のこどもたちが 8
8 世界中のこどもたちが 7 にじ 7
9 にじ 7 あわてんぼうのサンタクロ－ス＊ 7








合計 上位回答数 97名 上位回答数 145名
＊印は両年度に共通していない曲を示す

















表 13 2013年度以降 子どもの頃によく歌っていた歌 テキストにない曲
ぼくのミックスジュース＊ あ・い・うー＊ サンタが街にやってくる
だんご三兄弟＊ 青い空 三百六十五歩のマーチ
































































































2013年度 67名，2014年度 43名，2015年度 44名と
やや減少傾向がみられる。今後の観察が必要である
表 14 子どもの頃に歌った歌は誰に習ったか
順位 2012年度（107名） 人数 2013年度以降（119名） 人数
1 習い事の先生（ピアノ・電オルガン他） 55 父親・母親 84
2 テレビ（アニメ・「おかあさんといっしょ」他） 51 幼稚園 71
3 父親・母親 49 テレビ（アニメ・「おかあさんといっしょ」他） 51
4 幼稚園 36 保育園 22
5 保育園 28 小学校 22
6 小学校 17 習い事の先生（ピアノ・電オルガン他） 21
7 CD・カセット VTR* 10 祖父・祖母 14
8 祖父・祖母 5 兄・姉・家 7
9 兄・姉・家族 1 学童保育他 2
10 学童保育他 1 本・歌の本＊ 2
11 町内放送＊ 1 友達＊ 2
12 合唱＊ 1 叔母＊ 1
計 回答数 255名 回答数 350名
＊印は両年度に共通している項目を示す



































































順位 2012年度（107名） 人数 2013年度以降（119名） 人数
1 にじ 37 にじ 38
2 思い出のアルバム 10 思い出のアルバム 8
3 アイスクリームのうた 6 ともだちになるために 7
4 世界中のこどもたちが 6 あめふりくまのこ 6
5 さんぽ 5 世界中のこどもたちが 5
6 にんげんていいな 4 アイスクリームのうた 5
7 ともだちになるために 3 さんぽ 3
8 あめふりくまのこ 3 うれしいひなまつり＊ 3
9 勇気 100％＊ 3 にんげんていいな 3
10 ビリーブ＊ 3
＊印は両年度に共通していない曲を示す





































順位 子どもの頃のよく歌っていた歌 2012年 2013年以降 計 一番好きな歌 2012年
2013年
以降 計
1 さんぽ 20 18 38 にじ 37 38 75
2 思い出のアルバム 11 14 25 思い出のアルバム 10 8 18
3 ドレミの歌 10 14 24 アイスクリームのうた＊ 6 5 11
4 チューリップ＊ 12 9 21 世界中のこどもたちが 6 5 11
5 勇気 100％ 9 8 17 ともだちになるために 3 7 10
6 にんげんっていいな 7 9 16 あめふりくまのこ 3 6 9
7 世界中のこどもたちが 7 8 15 さんぽ 5 3 8
8 ともだちになるために 8 6 14 にんげんっていいな 4 3 7
9 にじ 7 7 14 勇気 100％ 3 2 5





























順位 2012年度生（107名） 人数 2013年度以降（平均 119名） 人数
1 にじ 39 にじ 48
2 思い出のアルバム 27 思い出のアルバム 29
3 世界中のこどもたちが 14 ともだちになるために 25
4 ともだちになるために 12 あめふりこまのこ 15
5 さんぽ 12 世界中のこどもたちが 14
6 あめふりこまのこ 10 さんぽ 11
7 シンデレラのスープ 8 シンデレラのスープ 7
8 アイスクリームのうた 8 アイスクリームのうた 7
9 ドキドキドン！一年生＊ 8 勇気 100％＊ 7



















1 にじ 14 にじ 38 にじ 87
2 思い出のアルバム 25 思い出のアルバム 18 思い出のアルバム 56
3 さんぽ 38 さんぽ 8 さんぽ 23
4 ともだちになるために 14 ともだちになるために 10 ともだちになるために 37
5 世界中のこどもたちが 15 世界中のこどもたちが 11 世界中のこどもたちが 28
6 にんげんっていいな 16 にんげんっていいな 7 にんげんっていいな 6
7 勇気 100％ 17 勇気 100％ 5 勇気 100％ 7
8 ドレミの歌＊ 24 あめふりくまのこ＊ 9 あめふりくまのこ＊ 25
9 チューリップ＊ 21 ビリーブ＊＊ 3 シンデレラのスープ＊ 15
10 ビリーブ＊＊ 4 アイスクリームのうた＊ 11 アイスクリームのうた＊ 15
11 ぞうさん＊ 11 うれしいひなまつり＊ 3 大きな古時計＊ 12
12 あわてんぼうのサンタクロース＊ 7 ドキドキドン！一年生＊ 8
13 世界に一つだけの花＊ 7 南の島のハメハメハ大王＊ 7
14 森のくまさん＊ 7 きのこ＊ 7
15 バスごっこ＊ 7 おはよう＊ 6
16 ふしぎなポケット＊ 7 だからあめふり＊ 6





















































2章 7節でまとめた 2014年度と 2015年度入学時ア
表 20 弾き歌いの大事な 3つのポイント（3名以上の回答）
順位 2013年度以降（119名） 人数 2013年度以降（119名） 人数
1 大きな声で歌う（伴奏よりも大きな声で） 59 大きな声で歌う（伴奏よりも大きな声で） 51
2 子どもの顔（目）を見ながら歌う 57 間違っても弾き直さない 49
3 間違っても弾き直さない 52 子どもの顔（目）を見ながら歌う 47
4 明るい笑顔で 32 明るい笑顔で 41
5 子どもが歌いやすい速さで伴奏する 16 楽しんで弾き歌う 29
6 楽しんで弾き歌う 11 子どもが歌いやすい速さで伴奏する 16
7 リズムを大切にする 6 元気に＊ 13
8 ピアノが弾ける・ピアノが大事＊ 5 「サンハイ！」の掛け声ををリズムよく 10
9 率先して歌い子どもをリードする 5 イメージ豊かに，表情豊かに歌う 9
10 コードで弾ける＊ 3 リズムを大切にする 6
11 「サンハイ！」の掛け声ををリズムよく 3 伴奏を間違えず正確に弾く＊ 5






計 回答数 252名 回答数 301名
＊印は両年度に共通していない件を示す





























































表 21 2013年度以降 弾き歌いの大事な 3つのポイント（2名以下の回答）
1 確かな歌唱力（音程）・子どもの手本になるように歌う 15 歌詞を覚える・歌詞を間違えない
2 手元ばかり見ない・ピアノに集中しすぎない 16 音楽の楽しさを子どもに伝える
3 歌詞の意味を知る・歌詞を伝える 17 丁寧に
4 余裕をもって弾く 18 子どもとコミュニケーションをとる
5 季節や状況に合わせた選曲・子供が親しみやすい選曲 19 伴奏のベース音をしっかり出す
6 子どもが歌いやすいように伴奏を工夫する 20 子どもが歌いやすいように調を変える
7 臨機応変に 21 声に変化をつける
8 歌詞おくり 22 息継ぎのタイミング
9 体が自然に動くように弾く 23 一定のテンポで
10 子どもと一体になる 24 楽器の楽しさを伝える
11 自信を持って歌う・恥ずかしがらず堂々と歌う 25 曲のジャンルにより歌い方や弾き方を変える
12 子どもの声を聴きながら 26 導入をしっかりおこなう
13 子どもの声の大きさに合わせて伴奏や歌声を調節する 27 レパートリーを増やす
14 歌詞を覚える・歌詞を間違えない





















































































資料 1は坂井，図 1～11と表 1は由井，表 2～11と
資料 3・４は衣川，表 12～19と資料 2は山﨑が作成
した。
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